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阿 部 正 幸 2 一問一答

2番 2
日 本 共 産 党
多 賀 城 市 議 団
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質 問 順     

１番 
受 付 月 日 ５．２９ 通 告 者

１１番 阿 部 正 幸 

種 別 一問一答 

１ キッチンカーを活用して、賑わいの創出に繋げる取り組みについて 

４月９日から６月９日まで東北歴史博物館で、多賀城創建１３００年記念事業

として開催された「世界遺産 大シルクロード展」は、来場者が４万人を超えて、

まもなく５万人になろうとしております。宮城県内外に多くの人が来館し、本市

の交流人口の増加に繋がりました。多賀城市へお越しいただく来館者のために、

本市では「多賀城市おもてなし」ブースとして、キッチンカーや観光協会などに

協力をしていただきました。 

キッチンカーは当初、土日・祝日限定でしたが、平日の来館者が多いことから、

５月中旬から平日も出店していただくようになり、利用した皆様からも喜びの声

が届けられました。 

今後、本市で予定されている「あやめまつり」や「万葉まつり」などの行事で

も、キッチンカーを活用して賑わいの創出に繋げる取り組みをしていただきた

い。 

２ 多賀城創建１３００年記念事業として、フレーム切手やフォルムカードの作

成について 

日本郵政株式会社では、自治体等の記念行事として、世界にひとつのオリジ

ナルフレーム切手を作成しています。また、「心を交わす」郵便商品のひとつ

として「フォルムカード」があります。これは、全国の郵便局が自局の所在す

る都道府県のデザインのみを販売する地域限定商品となり、お国自慢や旅の記

念の手ごろなお土産としてだけでなく、全国各地のフォルムカードを郵送によ

り交換して楽しむことができるとして好評です。 

多賀城創建１３００年記念事業として、日本郵政株式会社と協力して、多賀

城碑が今年の秋頃に国宝に指定されることから、多賀城碑等のフレーム切手や

南門などのフォルムカードを作成した取り組みをしていただきたい。 

３ 市道新田浮島線の政庁跡付近における交通安全対策について 

多賀城創建１３００年記念事業関係の式典が政庁跡で開催されます。また、

多賀城碑が国宝になるにあたり、多くの方が多賀城へ来訪することが想定され

ています。近年、市道新田浮島線の交通量も増加していることから、この付近

の交通安全対策の取り組みについて伺います。 

 
 
 
 
 
 
 



 

質 問 順     

２番 
受 付 月 日 ５．２９ 通 告 者

２番 伊 藤 真 弓 

種 別 一問一答 

１ 学校の断熱化について 

学校の教室の断熱化を進めることは、夏期の冷房効果を高め、冬期の暖房効

果を上げます。このことは子どもたちの健康を守り、学習効果を良くすること

になります。同時に、資源を節約し、環境にも優しくなるので、是非断熱化を

進められたい。 

２ 女川原発の再稼働と避難計画について 

女川原発が１０月に営業運転開始を予定しています。市長は地域防災計画を

見直す予定はないというが、事故の際に住民の安全が担保されないまま稼働す

ることは容認できません。近隣自治体として確実で実現可能な避難計画で、住

民の安全が保障できるまで稼働を容認すべきでないと思うがいかがでしょう

か。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 問 順     

３番 
受 付 月 日 ５．３０ 通 告 者

１３番 根 本 朝 栄 

種 別 一問一答 

１ 西部バス及び東部バスの社会実験について  

令和４年１０月から実施されている西部バス及び東部バスの社会実験に伴う

バス運賃無料化について、当初の予定では３年間行う予定となっていますが、

スマホを持っていない高齢者等の方々から「スマホに関係なく無料にしてほし

い」との声が多く寄せられています。また、半年に１度の更新手続き時のアン

ケート調査では、毎回同様の項目を調査しており、当局では利用者の意向を十

分に把握しているものと考えられます。 

従って、社会実験の初期の目的は達成されていると考えることから、社会実

験を終了し、バス運賃無料化に向けた次の段階の検討を行ってはいかがです

か。 

２ 市内小中学校体育館へのエアコン設置について  

本年１月１日の午後４時１０分に発生した「令和６年能登半島地震」では、

学校の体育館などへ避難した方々が、寒い中、避難生活を強いられている模様

がテレビ等で何回となく報道されていました。また、平成２３年３月１１日に

発生した東日本大震災の時にも、雪がちらつく大変寒い時期の発生となり、体

育館に避難されていた方々から一様に「寒い」と言われたことが忘れられませ

ん。 

また逆に、昨年のような猛暑が続く中で災害が発生した場合、避難者が大変

な思いをすることは容易に想像できます。 

もし、小中学校の体育館ヘエアコン設置がなされていれば、冬でも夏でも季

節に関係なく、良い環境のもとで避難生活を送れると考えます。 

また、平常時でも、春先の入学式や卒業式では暖かい中で挙行することがで

き、夏場の学校行事や体育の授業などでは熱中症の心配もなく、いずれも良い

環境の下で体育館の使用ができると認識いたします。 

そこで、使い勝手の良い市債や補助金等を活用し、小中学校の体育館への

「エアコン設置」を進めてはいかがですか。 



質 問 順     

４番 
受 付 月 日 ５．２９ 通 告 者

１６番 昌 浦 泰 已 

種 別 一問一答 

１ 災害への備えについて 

(1) 平成２３年３月の東日本大震災の時と同じように市庁舎は電気が発災直後

から２４時間ずっと使えますか。 

(2) 公用車も発災直後から制限無く活用できるようガソリンの備蓄はどうなっ

ていますか。 

(3) 避難所運営では女性が運営に参加すべきです。女性の防災リーダーを市職

員、市民と養成すべきと考えます。現状はどうですか。 

２ 多賀城創建１３００年記念品の各戸配布について 

市は多賀城創建１３００年を記念し、市の各世帯に記念の品を配布するお考

えはお有りですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 問 順     

５番 
受 付 月 日 ５．３０ 通 告 者

１０番 中 田 定 行 

種 別 一問一答 

１ 交通安全対策について 

(1) 南門周辺の交通安全対策について伺います。 

① 市道水入線と新田浮島線の T 字路交差部について。県警は信号機を撤去する

と言っていますが、対策をどう考えていますか。 

② 市道水入線は、歩道もなく幅員も狭く人が歩くには危険です。安全確保をど

う考えますか。 

③ 政庁大路と市道新田浮島線の交差部について、どのような対策を考えていま

すか。盛り土で平面交差にする、ボックスカルバートにする、橋を架けるなど

早急に検討するべきだと思いますがいかがですか。水入線との交差部について

はどうですか。 

(2) 城南小学校北側、市道浮島線の通学路未整備区間の整備見通しについて伺い

ます。 

(3) 市民活動サポートセンターの構内に点字ブロックがなく、視覚障害者の方が

困っています。点字ブロックを設置すべきですがいかがですか。 



 
 
 
 
 
 

質 問 順     

６番 
受 付 月 日 ５．３０ 通 告 者

６番 本 間  圭 

種 別 一問一答 

１ 多賀城市の小・中学校における先進的な取組について 

(1) 今年度から多賀城小学校の５・６学年で採用された「チーム担任制」につい

て、想定される利点・課題点、これからの展開について伺います。 

(2) 今年度から多賀城二中に STEAM 教育を推進するために開設された「STEAM-

Lab」について導入する事になった経緯と目的、これからの展開について伺いま

す。 

２ ラーケーションの導入について 

  家族と共に活動する事は子供の成長に大きな効果があるとの観点から、土曜

日・日曜日が休みでない保護者や休日の混雑を避けるために、平日に家族旅行

や社会見学等を行う場合、それを校外学習の一環として認め、学校に登校しな

くても「欠席扱い」にしないラーケーション制度の導入を検討していただきた

い。 



 
 
 
 
 

質 問 順     

７番 
受 付 月 日 ５．２９ 通 告 者

３番 池 田  純 

種 別 一問一答 

１ 体育館とプールの移転合築に向けた進捗状況と大規模屋内遊戯施設の整備に

ついて 

(1) 東北学院大学多賀城キャンパス用地への体育館とプールの移転合築に向けた

事業者との交渉状況等の進捗を伺う。 

(2) 子育て世帯から猛暑や雨でも子どもが遊べる大規模屋内遊戯施設の整備を求

める声があり、移転合築する体育館とプールに、屋内遊戯施設の整備も求める

がどうか。 

 ２ 第３期多賀城市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた課題について 

(1) 令和６年４月１日時点の本市の保育施設の待機児童数は、国基準１名、国基

準を除くと３８名の計３９名となっているが、現状認識と今後の待機児童解消

の取組を伺う。 

(2) 市内には、病児保育施設はなく、病後児保育施設１か所（定員３名）と、病

児・病後児保育の体制が脆弱と言わざると得ないが、今年度から基本単価引き

上げ等の財政支援が拡充されたことも踏まえた本市の病児・病後児保育施設の

今後の整備方針を伺う。 

(3) 本市の放課後児童クラブの登録者数と待機児童の状況についてはどうか。併

せて、小学校の通学区域変更の必要性検討状況も踏まえた今後の放課後児童ク

ラブの整備方針を伺う。 

３ 多賀城創建１３００年を契機としたシビックプライドの醸成に向けた取組に

ついて 

(1) 多賀城創建１３００年と多賀城碑国宝指定に併せ、記念品を作成し、市内各

世帯に配布すべきと思うがどうか。 

(2) 多賀城創建１３００年関連事業における市内小中学校との連携状況について

どうか。併せて、子どもたちに対しても記念品を配布すべきと思うがどうか。

４ 中央公園へのスケートパーク整備等を踏まえたスポーツの推進について 

(1) 中央公園へのスケートパーク整備、体育館とプールの移転合築、部活動の地

域移行の推進等、市内のスポーツ環境が今後大幅に変化していくことを踏まえ

ると、スポーツ基本法第１０条に規定する「地方スポーツ推進計画」を本市で

も策定し、今後の市のスポーツ施策について位置づけるべきと思うがどうか。

(2) スケートパークについては、市民の利用料を安くしたり、割安な月利用料を

設定するなど、市民が利用しやすい方策を検討する必要があると思うがどう

か。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 問 順     

８番 
受 付 月 日 ５．２９ 通 告 者

９番 米 澤 まき子 

種 別 一問一答 

１ 深谷市政４年間の総括と次期市長選挙の出馬意向を問う 

１期目の１０月２４日に任期満了になることから、令和６年度多賀城市長選

挙が告示９月２９日、投開票が１０月６日に決定しました。 

残任期間役４か月弱ありますが、｛日本で一番「暮らしやすいまち」と共に

成し遂げます｝のキャッチフレーズと行動しなければ、何も変えられないと強

い信念で１期目に臨まれたと思います。 

その間新型コロナウイルス感染症拡大・物価高騰の影響を受け、財政規範の

中だけでは、判断できない難しい局面と様々な社会問題も重なったことは、言

うまでもありません。そして、多賀城創建１３００年の本番の年を迎え、これ

までも先人が築き上げてきた固有の歴史と価値、多様な文化プログラムを通し

て再認識してまいりました。 

又、まちづくりの理念となる対話にも重視し、協調の下「生まれてきてよか

った。育ててよかった。住んでよかった。」と一人ひとりが誇りをもてる「わ

がふるさとたがじょう」をつくりたい。と公約を４年前に掲げました。 

１期４年間の総括と次期市長選挙の出馬意向について伺います。 

(1) １期４年間の総括と達成度について 

(2) 市民の評価をどのように感じているか 

(3) 次期市長選挙への出馬意向について 

(4) 創建１３００年後２期目の深谷市政の政策の柱について 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 問 順     

９番 
受 付 月 日 ５．２９ 通 告 者

５番 大 場 和 晃 

種 別 一問一答 

１ 本市に寄せられる情報の共有の在り方について 

先日、市内の幼稚園が近くの公園に年中、年長クラス約７０人と引率の先生

６名の体制で散歩に訪れていたところ、隣接する保育所職員から現在大型犬が

逃走しているとのことだが大丈夫かとの注意喚起がありました。その情報を把

握していなかった幼稚園側は慌てて引き返したという事例があったことを踏ま

え以下の事柄を問う。 

(1) 大型犬が逃走しているというような情報が入った場合、どのような範囲に

情報を流すのか。 

(2) 例えば通学路での不審者情報が流れる場合などがあるが、市ではどのよう

に情報を流すことになるのか。 

(3) 保育所や学校など子ども関係の情報だけでなく、状況によっては市民全員

に緊急連絡をすべき場面も考えられるが、そのような場合でもしっかりと情

報を共有し、適切な方法で情報を発信するべきと考えるがいかがか。 

２ 部活動の移動費補助について 

今年度から一部の部活動において中総体の地区大会の範囲が広がり、秋に行

われる新人戦以降は全部活動がその対象となる予定である。それに伴い、生徒

たちの会場までの送迎費をどう工面するのか各中学校で課題となっている事に

ついて以下を問う。 

(1) 本市教育委員会では上記の問題をどの様に捉えているのか。 



質 問 順     

１０番 
受 付 月 日 ５．２９ 通 告 者

７番 千 葉 文 昭 

種 別 一問一答 

１ 砂押川の堤防等を活用した歩行者道の整備について 

  多賀城市都市計画マスタープランの中で、都市づくりの方針として歩行者・

自転車道に関しては「公園・緑地、砂押川の堤防沿い、歴史・文化資源を結ぶ

歩行者ネットワークの形成を図る。」とあるが、その方向性について伺う。 

２ 多賀城市上下水道について 

(1) 全国的に水道設備老朽化による水道管破裂、漏水が多数発生し問題になっ

ているが、本市の上水道管路の老朽化と耐震化の状況について伺う。 

(2) 地震等で下水道施設が破損しトイレが使えない問題が起きうるが、本市の

下水道管路の老朽化と耐震化の状況について伺う。 

(3) 全国的に事業の広域化と官民連携の取組が進んでいると聞くが、本市の取

組状況について伺う。 

３ 多賀城碑の保存と活用について 

(1) 国宝に内定され来訪者が増えることが予想されるが、いたずら防止を踏ま

えた多賀城碑の維持管理について伺う。 

(2) 松尾芭蕉が訪れ感涙した「壷の碑」としての魅力も積極的に発信すべきと

考えるが、碑周辺に在る「つぼのいしぶみ道標」「芭蕉爺礼讃碑」は「壷の

碑」を顕彰する石碑として活用してはどうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

質 問 順     

１１番 
受 付 月 日 ５．２９ 通 告 者

１２番 齋 藤 裕 子 

種 別 一問一答 

１ プレコンセプション（妊娠前）ケアについて 

  若い女性やカップルに対し、妊娠、出産に関する知識などを伝え、健康意識

を高めてもらうプレコンセプションケアの取り組みを政府や自治体が始めてい

ます。妊娠する前から若い世代の健康管理を促し、望む人には将来の妊娠へ備

える情報を伝え、人生設計に役立ててもらうのが目的となっています。令和３

年２月に閣議決定された成育医療等基本方針で同ケアを女性やカップルを対象

として、将来の妊娠のための健康管理を促す取り組みと定義されました。本市

としても取り組むべきと考えることから、以下の点について伺います。 

(1) 本市のプレコンセプションケアの取り組みの考えについて 

(2) 学校教育で行っている保健教育、健康教育にプレコンセプションケアの理

念を踏まえた教育現場での取り組みの考えについて 

２ 心の健康対策について 

  うつ病などの心の病は、日本人の５人に１人が生涯のうちに経験するとされ

ております。厚生労働省によりますと、２０２０年度のうつ病を含む精神疾患

の患者数は約６１５万人に上るとのことで、コロナによる影響で不安や、孤

立・孤独などで心の不調を抱える人がさらに多くなっていると見られていま

す。精神医療や、相談体制などの地域保健の充実や行政の支援も重要と考えま

すが、身近な人や、地域住民の理解や支えも必要と考えます。疾患予防、早期

発見、早期支援につなげるために、心の健康対策について以下の点について伺

います。 

(1) 厚生労働省では、そうした精神的な不調を抱える方々を支える「心のサポ

ーター」の養成事業を２０２１年度から推進をしております。本市としても

「心のサポーター」の養成研修を推進すべきと考えます。取り組みの考えに

ついて 

(2) 本市で取り組んでいる「こころの体温計」の状況効果について。 

また、ウェブサイト対応から、アプリ化をしてスマホなどから常に、メンタ

ルヘルスチェックや、情報提供をする取り組みの考えについて 

(3) 厚生労働省で策定した「健康づくりのための睡眠ガイド２０２３」では、

睡眠の重要性を指摘され、睡眠ガイドを活用した取り組みを推進されており

ます。本市の取り組みの考えについて 

(4) 子ども達の健全な成長発達に学校教育の中での睡眠教育の取り組みは重要

と考えます。教育現場の取り組みについて 



 

質 問 順     

１２番 
受 付 月 日 ５．３０ 通 告 者

１番 峪  道 子 

種 別 一問一答 

１ 熱中症対策について 

(1) 近年の夏の猛暑の中で、年々熱中症による搬送者が増加しています。 

自宅に冷房機器がない、とりわけ低所得世帯では購入が困難だという声が届

いており、市から補助を行うべきと考えますが、いかがでしょうか。 

(2) 東北電力は過去最高の利益を出していますが、６月から国の補助がなくな

り、電気料金が値上がりし、市民からの悲鳴の声がますます大きくなっていま

す。東北電力に対して、まずは夏季の値下げを求めると共に、市としても電気

料金への独自の支援策を講じてください。 

(3) 生活保護世帯へは、国から冬季の暖房代のための加算がありますが、夏季に

も冷房代のための加算を実施するよう、国に求めるべきだと思いますが、いか

がでしようか。 

２ 市営住宅問題について 

(1) ２月定例議会の質疑の中で、市営（災害公営）住宅の家賃の引き上げで支払

いが困難な入居者などについて相談窓口を設置するという答弁でしたが、その

後の設置状況と体制はどうなっていますか。 

(2) 市営（災害公営）の共益費の徴収を市でおこなってほしいという要望が多く

あります。名取市の小豆島団地では市が徴収するという報道がありますが、多

賀城市も実態を調査し、必要なところは市が直接徴収するようにされてはどう

ですか。 


